
東部給食センターが稼動しました ２

「ふるさと応援寄付金」運用状況を公表　　　　 12

次回の広報まいばら発行日　10月１日号　９月24日（木）

主 な 内 容
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平
成
20
年
９
月
か
ら
建
設
を
進
め
て
き

た
米
原
市
立
東
部
給
食
セ
ン
タ
ー
が
７
月

末
に
完
成
し
、
８
月
17
日
に
は
竣
工
式
を

行
い
、
そ
の
後
試
運
転
を
繰
り
返
し
な
が

ら
９
月
２
日
か
ら
本
格
稼
動
し
ま
し
た
。

こ
の
セ
ン
タ
ー
は
、
市
内
18
校
園
約
３，

０
０
０
食
の
給
食
を
賄
え
る
施
設
で
、
細

菌
や
カ
ビ
の
繁
殖
を
抑
え
る
な
ど
衛
生
管

理
に
配
慮
し
た
「
ド
ラ
イ
シ
ス
テ
ム
」
を

採
用
し
、
各
部
屋
は
作
業
動
線
を
考
慮
し

て
、
壁
や
カ
ウ
ン
タ
ー
で
仕
切
ら
れ
た

「
パ
ス
ス
ル
ー
方
式
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
施
設
２
階
部
分
に
は
見
学
コ
ー

ス
や
食
育
推
進
の
た
め
の
調
理
研
修
室
を

設
け
、
食
育
の
発
信
基
地
と
し
て
の
機
能

も
持
っ
て
い
ま
す
。

東
部
給
食
セ
ン
タ
ー
で
は
、
子
ど
も
た

ち
の
健
や
か
な
成
長
を
願
い
安
心
で
安
全

な
給
食
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

●施設の工事概要●
建　　　物：鉄骨造2階建　
延べ床面積：3,261.94m2

建 築 面 積：2,808.13m2

敷 地 面 積：6,890.68m2

事　業　費：14億4,900万円

食育の発信基地として新設された東部給食センター
で、給食への理解を深めながら食への関心をもってい
ただくことを目的として、給食の試食会を開催します。
栄養バランスが良く、「おいしい！」と評判の米原

市の学校給食を、この機会に味わってみませんか。

■日　　　時　10月23日(金) 10時～13時　
■定　　　員　30人　　

■参加負担金　221円（当日ご持参ください）
■申 込 方 法　住所、氏名、連絡先を電話、FAXで連絡
■申 込 締 切　10月2日(金)※申込は先着順
■日　　　程　10時～11時　施設内見学

11時～12時　講話（栄養教諭 筒井つや子）
「子どもの頃からの食習慣について」
12時～13時　給食の試食

■■申・■問 健康づくり課 1 55－8105 5 55－8130

カゴごと皿を洗える食器洗浄機を採用するなど、
新しいセンターは機能性も重視

「東部給食センター」で学校給食を食べよう センター見学も行います



アレルギー 
調理室 

野菜 
荷受・検収 

冷蔵・冷凍 

焼物・揚物・蒸し物室 

配送 コンテナに積載 

皮むき 

野菜・下処理 

肉・魚・卵 
荷受・検収 

米・調味料・揚げパン 
 荷受・検収 

肉・魚・卵 
下処理 冷蔵・冷凍 

炊飯室 

食品庫 調合室 

和え物室 

釜調理室 
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施設の特徴
● 各部屋は壁やカウンターで仕切られ、随所に「パススルー方式」を採用

● 独立したアレルギー対応の調理室を設置

● カゴごと食器を洗える自動洗浄機の導入により、作業効率を大幅にアップ

● 市民開放型の調理研修室を設置するとともに、調理や洗浄など一連の作業を見ることができる見学コ

ースを配置

● 環境に配慮したオール電化熱源システムの採用

What's 
パススルー方式

食材は野菜類、肉類など別々の入り口から搬入し、それぞれ専用ラインで調理し

ます。各調理室への食材の受け渡しはカウンターや対面開きの冷蔵庫、戸棚を通し

て行い、人が持ち運ぶことがなく衛生的で作業効率の良い施設となっています。

米
原
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
で
は
、
来

年
２
学
期
か
ら
近
江
地
域
の
小
・
中
学

校
の
給
食
を
賄
う
た
め
、
こ
の
８
月
か

ら
改
修
工
事
に
着
工
し
ま
し
た
。

近
江
・
米
原
地
域
を
合
わ
せ
る
と
現

在
の
１,
２
０
０
食
か
ら
２,
０
０
０
食

に
配
食
が
増
え
る
こ
と
か
ら
、
既
存
施

設
を
活
用
し
つ
つ
機
械
設
備
の
改
修
や

外
構
工
事
を
行
い
ま
す
。
工
期
は
平
成

22
年
１
月
末
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
工
事
が
完
了
し
調
理
業
務
準
備
が

整
う
来
年
３
月
ま
で
は
、
事
務
お
よ
び

調
理
業
務
を
山
東
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

で
行
い
ま
す
。

米
原
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

の
改
修
工
事
着
工
!!

お問い合わせ　　東部給食センター　1５５―１４０３　5５５―１９１３

お
問
い
合
わ
せ
　

山
東
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

1
５
５
―

２
７
１
８
5
５
５
―

２
７
４
５ 改修工事を行う米原給食センター



今
年
は
姉
川
大
地
震
か
ら
100
年
、
伊
勢
湾
台
風
か

ら
50
年
目
を
迎
え
ま
す
。

米
原
市
で
は
そ
の
後
、
幸
い
に
も
大
き
な
自
然
災

害
は
発
生
し
て
い
ま
せ
ん
が
、「
災
害
は
忘
れ
た
頃
に

や
っ
て
く
る
」
と
い
い
ま
す
。
今
年
は
九
州
・
中
国

地
方
の
集
中
豪
雨
や
静
岡
の
地
震
な
ど
、
多
く
の
被

害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
最
近
は
雨
の
降
り
方
も
変

わ
っ
て
き
た
と
感
じ
ま
す
し
、
湖
北
地
域
に
は
断
層

帯
も
通
っ
て
お
り
、
普
段
か
ら
災
害
へ
の
備
え
が
重

要
で
す
。

先
日
、
阪
神
淡
路
大
震
災
を
経
験
さ
れ
た
元
芦
屋

市
役
所
の
方
の
お
話
を
お
聞
き
し
ま
し
た
が
、
地
震

災
害
で
は
人
命
救
助
は
１
日
目
が
勝
負
、
こ
れ
に
は

各
地
域
の
住
民
の
方
の
助
け
合
い
が
重
要
と
の
こ
と

で
し
た
。

多
く
の
地
区
で
は
自
主
防
災
組
織
を
立
ち
上
げ
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
を
生
き
た
も
の
と
す

る
た
め
に
、
地
域
の
防
災
マ
ッ
プ
を
作
成
す
る
な
ど
、

市
行
政
も
一
緒
に
な
り
地
域
の
防
災
力
の
向
上
に
努

め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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プロの演奏技術を伝授。
ブラスクリニック開催（8月26～28日）

米原市内の中学校吹奏楽部を対象に技術向上やビックバンド
を組んで演奏するすばらしさを感じてもらおうと開催されてい
るブラスクリニック。参加した５校の吹奏楽部の部員たちがそ
れぞれの各パートに分かれてきれいな音を出すコツや日常の基
礎練習などをプロの演奏家たちから指導を受けました。
クリニックの最終日には全員がステージにあがり、スペシャ
ルバンドを編成。部員らはクリニックで練習した課題曲２曲を
演奏し、大編成で演奏する楽しみを感じました。

昔ながらの遊びを通じて世代交流。
キッズ大集合！つくってためしてきそってあそぼう（8月21日）
高齢者みずからが学び、持てる力をさらに磨き、社会参加や
地域づくりにおける担い手づくりを目指して開講されている
「滋賀県レイカディア大学」。大学で地域文化学を学ばれている
学生のみなさんが子どもたちと交流をしながら昔のおもちゃづ
くりや遊び、文化などを子どもたちに伝えるイベントを米原公
民館で開催されました。
この日集まった学生と子どもたちは、いっしょに作った手作
りの水鉄砲やゴム鉄砲などのおもちゃを手に昔の遊びを楽しみ
ながら、夏の楽しい思い出づくりができました。

山頂目指して全力疾走！
夢高原かっとび伊吹2009（8月30日）
伊吹山ふもとのジョイ伊吹から山頂まで、標高差1157ｍを

一気に駆け上がる名物イベント「夢高原かっとび伊吹2009」
が今年も開催されました。市内外から852名が参加して行われ、
一足早く秋を感じられる登山道を走り抜けました。
結　果：男子総合 1位 岩本晃典さん（静岡県）1時間2分2秒

女子総合 1位 鈴木純子さん（兵庫県）1時間16分27秒



春す

い

照じ
ょ
う

は
、
北
国
脇
往
還

ほ

っ

こ

く

わ

き

お

う

か

ん

沿
い
に
開
け
た

宿
場
町
で
す
。
九
月
二
三
日
、
宿
場
の
面

影
を
残
す
町
並
み
の
北
に
鎮
座
す
る
八
幡

神
社
の
秋
祭
り
に
、
五
年
ぶ
り
に
太
鼓
踊

り
が
奉
納
さ
れ
ま
す
。

太
鼓
踊
り
は
雨
乞
い
踊
り
と
も
よ
ば
れ
、

江
戸
時
代
の
寛
文

か

ん

ぶ

ん

一
一
年
（
一
六
七
一
）

に
、
長
い
日
照
り
に
苦
労
し
た
農
民
が
は

じ
め
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
生
命
・

財
産
に
か
か
わ
る
雨
乞
い
は
野
良
着

の

ら

ぎ

の
ま

ま
で
必
死
に
踊
り
、
願
い
か
な
っ
て
豊
作

と
な
っ
た
秋
祭
り
に
は
、
着
飾
っ
て
お
礼

の
踊
り
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

春
照
は
、
も
と
も
と
大
原
荘
に
属
し
て
お

り
、
江
戸
時
代
大
原
荘
一
六
ヵ
村
で
は
、

日
照
り
の
た
び
に
総
鎮
守
の
岡
神
社
に
雨

乞
い
踊
り
を
奉
納
し
て
祈
願
し
た
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
い
ま
で
も
、
街
道
を
練
る

「
道み

ち

行ゆ

き
」
の
際
に
、
常じ

ょ
う

夜や

灯と

う

の
と
こ
ろ
で

岡
神
社
を
は
る
か
に
拝
ん
で
一
踊
り
す
る

の
は
そ
の
な
ご
り
で
す
。

そ
の
後
、
戦
争
で
中
断
し
、
昭
和
二
二

年
の
干
ば
つ
で
踊
ら
れ
た
あ
と
再
び
途
絶

え
て
い
ま
し
た
が
、
昭
和
四
〇
年
に
復
活

す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
、
青
年
団
の
協
力

で
一
八
年
ぶ
り
に
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。
翌

年
に
保
存
会
が
結
成
さ
れ
て
今
日
ま
で
伝

承
さ
れ
て
い
ま
す
。
ち
な
み
に
、
こ
の
と

き
隣
村
と
し
て
来
賓
に
招
待
さ
れ
た
上
野

の
人
が
、
村
に
も
ど
っ
て
「
上
野
で
も
や

ろ
う
」
と
青
年
団
に
は
っ
ぱ
を
か
け
た
の

が
、
上
野
の
太
鼓
踊
復
活
の
き
っ
か
け
な

の
で
す
。

踊
り
は
、
前
夜
に
秋
葉
神
社
へ
奉
納
さ

れ
る
「
足
揃

あ

し

ぞ

ろ

え
」
が
お
こ
な
わ
れ
、
当
日

の
本
踊
り
は
、
秋
葉
神
社
の
お
旅
所
を
出

発
し
て
八
幡
神
社
ま
で
行
列
す
る「
道
行
き
」

と
、
八
幡
神
社
境
内
で
奉
納
さ
れ
る
「
返

礼
踊
り
・
振
り
踊
り
」で
構
成
さ
れ
ま
す
。

夜
に
は「
笠
破

か

さ

や

ぶ

り
」が
お
こ
な
わ
れ
、
総
勢

二
百
人
を
こ
え
る
区
民
が
参
加
し
ま
す
。

太
鼓
や
鉦か

ね

、
笛
や
音
頭
が
中
心
の
行
列

で
異
彩
を
放
つ
の
は
、
法
印

ほ

う

い

ん

・
山
伏
・
大

う
ち
わ
で
い
か
に
も
雨
乞
い
踊
り
に
ふ
さ

わ
し
い
役
方

や

く

か

た

で
す
。
法
印
・
山
伏
は
山
野

に
伏
し
て
山
の
霊
力
を
身
に
つ
け
、
超
人

的
技
能
を
体
得
し
た
人
々
で
、
山
伏
の
ホ

ラ
貝
は
水
と
関
係
の
深
い
楽
器
で
す
。
巨

大
な
う
ち
わ
は
風
を
起
し
、
雨
を
よ
ぶ
と

い
う
想
定
で
す
。
明
治
二
二
年
の
踊
り
で

は
山
伏
が
四
四
人
も
い
て
「
山
伏
踊
り
」

と
い
う
も
の
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

ま
た
、
奴や

っ
こ

振ぶ

り
は
、
北
国
脇
往
還
を
行

き
来
す
る
大
名
行
列
の
華
麗
さ
、
い
な
せ

な
奴
振
り
を
ま
ね
た
も
の
と
伝
え
ら
れ
、

こ
の
華
麗
な
奴
振
り
は
春
照
の
返
礼
踊
り

の
先
頭
を
練
り
、
道
行
き
の
中
心
と
な
る

も
の
で
す
。
奴
振
り
が
い
つ
か
ら
太
鼓
踊

り
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
か
わ
か
り
ま
せ
ん

が
、
明
治
二
六
年
の
記
録
に
配
役
が
記
さ

れ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
以
前
に
さ
か
の
ぼ

る
よ
う
で
す
。
ま
た
、
奴
さ
ん
の
胸
や
腕

に
花
札
の
図
案
や
龍
虎
、
美
人
画
、
役
者

絵
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
な
ど
の
絵
を
描
く
の

も
近
隣
の
奴
振
り
に
は
な
い
も
の
で
、
昭

和
四
二
年
か
ら
描
か
れ
て
い
ま
す
。

奴
振
り
を
取
り
入
れ
、
さ
ら
に
人
目
を

引
く
絵
を
描
い
た
春
照
で
は
、
い
つ
の
こ

ろ
か
ら
か
寺
社
奉
行
と
い
う
役
柄
も
加
わ

っ
て
い
ま
す
。
か
つ
て
お
こ
な
わ
れ
た
大お

お

松た

い

明ま

つ

を
復
活
さ
せ
た
上
野
で
は
、
古
い
写

真
に
よ
ろ
い
武
者
な
ど
の
道ど

う

化け

役や

く

が
写
っ

て
い
ま
す
。
両
地
区
の
打
ち
上
げ
の
笠
破

り
で
は
思
い
思
い
の
変
装
で
踊
ら
れ
る
な

ど
、
風
流
化
さ
れ
大
規
模
な
祭
礼
行
事
と

な
っ
た
「
返
礼
踊
り
」
に
は
、
毎
回
工
夫

と
変
容
が
加
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

（
ま
な
び
推
進
課
）

春
照
八
幡
神
社
太
鼓
踊

―
五
年
ぶ
り
奉
納
―

県
選
択
無
形
民
俗
文
化
財

変
化
す
る
太
鼓
踊
り

米
原
市
の
歴
史
・
文
化
財
を
歩
く
55
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▲ 山伏

▲ 奴振り
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今
か
ら
４
年
前
、
健
康
診
査
で
高
血
圧
、

高
血
糖
、
高
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
な
ど
に
よ
り

食
生
活
の
改
善
や
運
動
の
指
導
を
受
け
た
方

を
対
象
と
し
て
市
が
実
施
し
た
ヘ
ル
ス
ア
ッ

プ
運
動
教
室
に
参
加
し
、
運
動
指
導
士
の
先

生
や
保
健
師
、
栄
養
士
さ
ん
か
ら
熱
心
な
指

導
を
受
け
ま
し
た
。

運
動
教
室
は
、
平
成
19
年
３
月
に
終
了
し

ま
し
た
が
、「
こ
の
ま
ま
で
終
わ
り
た
く
な

い
」「
健
康
な
身
体
は
自
己
管
理
が
肝
心
！

一
人
で
続
け
ら
れ
な
く
て
も
仲
間
と
な
ら
で

き
る
！
」
と
参
加
者
で
話
し
合
い
、

“ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
「
き
ら
め
き
」”
と
命
名

し
、
平
成
19
年
４
月
か
ら
今
日
ま
で
、
林
香
織
先
生
の
指
導
の
も
と
に
会
員
40

名
が
西
部
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

メ
ン
バ
ー
は
、
還
暦
前
後
の
者
同
士
で
、
毎
週
水
曜
日
に
脚
力
、
腹
筋
、
ダ

ン
ベ
ル
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
、
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
な
ど
を
音
楽
と
と
も
に
自
分
の
体

調
に
合
わ
せ
て
行
っ
て
い
ま
す
。
１
時
間
元
気
に
、
時
に
は
雑
談
を
交
え
な
が

ら
、
朗
ら
か
に
い
い
汗
を
流
し
て
い
ま

す
。
先
生
か
ら
は
若
い
お
母
さ
ん
よ
り

元
気
で
パ
ワ
ー
が
あ
る
と
ほ
め
ら
れ
た

り
も
し
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
自
分
の
身
体
は
自
分

で
守
り
、
高
齢
社
会
を
健
康
で
明
る
く

暮
ら
す
こ
と
で
、
少
し
で
も
医
療
費
が

削
減
で
き
れ
ば
と
思
い
な
が
ら
、
仲
間

と
楽
し
く
健
康
づ
く
り
を
続
け
て
い
き

ま
す
。

健
口

け
ん
こ
う

で
あ
る
こ
と
の
大
切
さ
②

80
歳
ま
で
に
20
本
の
歯
を
残
す
こ
と
を

目
標
と
す
る
「
８
０
２
０（
ハ
チ
マ
ル
ニ

イ
マ
ル
）」
運
動
が
始
ま
っ
て
20
周
年
を

迎
え
ま
す
。
そ
し
て
、
今
夏
に
、
窒
息
予

防
や
五
感
で
の
味
わ
い
を
考
慮
し
、
１
口

30
回
以
上
噛
む
こ
と
を
進
め
る
「
噛
ミ
ン

グ
30（
カ
ミ
ン
グ
サ
ン
マ
ル
）」
運
動
が
始

ま
り
ま
し
た
。

よ
く
噛
ん
で
食
べ
る
と
い
う
こ
と
は
、

脳
を
刺
激
し
て
認
知
症
の
予
防
に
つ
な
が

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
入
れ
歯

が
合
わ
な
い
か
ら
と
外
し
た
ま
ま
で
過
ご

し
て
い
る
方
を
見
か
け
ま
す
が
、
そ
れ
で

は
と
っ
さ
の
時
や
力
を
入
れ
た
い
時
に
十

分
な
力
を
入
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

き
ち
ん
と
あ
っ
た
入
れ
歯
を
す
る
こ
と

で
、
踏
ん
張
る
力
が
入
り
や
す
く
な
り
、

歩
く
と
き
の
転
倒
予
防
に
も
つ
な
が
り
ま

す
。
こ
れ
が
自
分
の
歯
で
あ
る
ほ
う
が
い

い
の
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

お
口
の
健
康
が
保
た
れ
て
い
な
い
と
、

食
べ
る
楽
し
み
が
も
て
な
か
っ
た
り
、
人

と
の
交
流
が
減
っ
て
し
ま
っ
た
り
、
元
気

に
活
動
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま

す
。
毎
日
の
お
手
入
れ
と
よ
く
か
ん
で
食

べ
る
こ
と
を
習
慣
に
し
ま
し
ょ
う
。

お問い合わせ　　健康づくり課（山東庁舎） 1５５―８１０５

お問い合わせ　　高齢福祉課内 地域包括支援センター（山東庁舎） 1５５―８１１０

「健康きらり」で
は、健康で明る
く元気にくらす
ための情報を紹
介しています。

高
齢
社
会
を

健
康
で
明
る
く

〜
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
「
き
ら
め
き
」
〜

ヘルスアップ「きらめき」

についてのお問い合わせは健

康づくり課まで。

あごの関節を大
きくひろげます。

舌の運動をスム
ーズにし、のみこ
みもよくします。

け

ん

こ

う

くちびるやほっぺた、口まわりの筋肉
を刺激。表情が豊かになり、笑顔UPに。

舌や頬の筋肉を鍛えることで飲む込む力を高め、食べ物を気管
に飲み込むことで起こる（誤

ご

嚥
え ん

性
せ い

肺炎）の予防になります。
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台風や集中豪雨によって、普段は穏やかに流
れる川が一変して猛威をふるったり、状況よっ
ては道路が水につかって川のようになってしま
うことも。
このようなとき、防災無線などの災害情報を
しっかり確認しながら、次のようなことに注意
して、落ち着いて行動しましょう。

★洪水から避難する時のポイント★
◎水位の確認
一般的に歩ける深さは“また下”まで。水深
が腰まであるようなら無理は禁物。高所で救助
を待つのが安全。

◎足元に注意を払う
ひもでしめられる運動靴をはき、長い棒を杖
がわりにして安全を確認しながら。

◎子どもから目を離さない
はぐれないようお互いの身体をロープで結ん
で避難。特に子どもからは目を離さないよう細
心の注意を。

「みて」・「体験して」防災を考えよう

お問い合わせ　
防災安全課（近江庁舎）1５２―６６３０

栄養士からのワンポイントアドバイス
具の青みは、三つ葉や、ゴーヤでもあいます。ゴ

ーヤは、中の綿をとり、２mm位の線に切って使って
下さい。
苦みも感じませんよ。苦手な野菜もかき揚げにす

れば食べられますよ。

さつまいも　　 50g
たまねぎ　　 30g
モロヘイヤ　　 25g
小麦粉 10g
脱脂粉乳（スキムミルク） 1／5
揚げ油　　 30g

かぼちゃ　　 50g
にんじん　　 25g
桜エビ　　 10g
卵 1／4
塩　 少々

① さつまいも、かぼちゃ、たまねぎ、にんじんは千切
りにします。

② モロヘイヤは１cm幅に切る。
③ ボールに①②を入れ、桜エビ、小麦粉、卵、脱脂粉
乳、塩を入れ、水を足してある程度まとめます。
170度位に油を熱し、かき揚げにします。

材料（４人分）

作り方

７月14日の給食

劇団ふるさとキャラバン（観覧料1,000円）
9月21日（月・祝）18:00～
県立文化産業交流会館

大切な家族や命を守る消防団・自主防災組織を描く。

ミュージカルで消防団を「応援」

ミュージカル「地震カミナリ火事オヤジ」

～水害に強い地域づくりに向けて～
9月27日（日）13:30～
米原公民館

「体験談」から水害対策をまなぶ

伊勢湾台風50年シンポジウム

自衛隊の災害救助活動啓発など、新規メニューも！
9月27日（日）8:30～
三友グラウンド（西山）

「参加」して地域で実践する

米原市総合防災訓練
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　～いのちと人権～ 考えよう！ No.16

「
男
性
と
女
性
が
と
も
に
認
め
合
い
、

自
分
ら
し
く
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
活
躍
で
き

る
社
会
」、
こ
れ
が
『
男
女
共
同
参
画
社

会
』
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
現
実
に
は

「
男
性
は
仕
事
、
女
性
は
家
庭
」
と
い
っ

た
男
女
の
固
定
的
な
性
別
役
割
分
担
意
識

が
根
強
く
残
っ
て
い
ま
す
。

市
で
は
平
成
19
年
６
月
に
「
米
原
市
男

女
共
同
参
画
推
進
計
画
」
を
策
定
し
、
そ

の
実
現
に
向
け
て
計
画
的
な
施
策
の
推
進

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
年
度
は
男
女

共
同
参
画
に
よ
る
地
域
づ
く
り
に
重
点
を

お
き
、
市
内
３
自
治
会
（
上
野
区
・
梓

区
・
米
原
区
）
を
モ
デ
ル
地
域
に
指
定
し

て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
そ
の
モ
デ
ル
地
域
の
方
を
対

象
に
、
男
女
共
同
参
画
社
会
に
つ
い
て
さ

ら
に
理
解
を
深
め
て
も
ら
お
う
と
７
月
22

日
に
人
権
セ
ン
タ
ー
Ｓ
Ｃ
プ
ラ
ザ
で
合
同

研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

研
修
会
で
は
、
元
彦
根
市
男
女
共
同
参

画
課
長
の
大
橋
秀
子
さ
ん
を
講
師
に
迎

え
、
先
駆
的
な
取
り
組
み
経
験
を
も
と
に
、

男
女
共
同
参
画
の
基
本
的
な
知
識
か
ら
モ

デ
ル
地
域
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
際
の
ポ
イ

ン
ト
ま
で
具
体
的
事
例
を
あ
げ
て
お
話
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
「
男
性
・
女
性
と
い
わ

ず
、
何
で
も
共
同
で
取
り
組
む
こ
と
が
大

切
だ
と
感
じ
た
」「
こ
れ
か
ら
は
男
だ
か

ら
、
女
や
さ
か
い
と
い
う
考
え
は
や
め
よ

う
と
思
う
」「
各
種
団
体
役
員
に
女
性
の

登
用
が
必
要
」

と
い
っ
た
感

想
が
多
く
、

地
域
に
お
け

る
男
女
共
同

参
画
社
会
の

推
進
に
向
け

た
意
識
を
高

め
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

お
問
い
合
わ
せ
　

総
務
部
人
権
推
進
課
（
米
原
庁
舎
）

1

５
２
―
６
６
２
９
　

5

５
２
―
４
５
３
９

合同研修会を開催 合同研修会を開催 合同研修会を開催 
男 女 共 同 参 画 実 践 モ デ ル 地 域  
 

喜びと責任を分かち合い、一人ひとりが輝く社会
をめざして、男女共同参画基礎講座「さんかく塾
（基礎編）」を開講します。男女共同参画に関心のあ
る方ならどなたでも受講でき、各講座の単独受講も
可能です。

申　込　２日前までにFAX・メールなどで申込
定　員　100名
参加費　無料
託　児　６ヶ月～未就学園児を対象

（無料・事前予約制）

お問い合わせ・お申し込み
滋賀県立男女共同参画センター「G-netしが」

1 ０７４８―３７―３７５１　
5 ０７４８―３７―５７７０
E-mail  CT30@pref.shiga.lg.jp

「さんかく塾」基礎編
日程とテーマ

10月1日(木)13:30～

チャレンジャーへの熱いメッセージ
～カウンセラー心の対談～

10月15日(木)13:30～

みんなで考えてみよう！
～イギリスの歴史から見る

女性の政治参画～
10月28日(水)13:30～

イキイキ！分野で輝く女性たち
～農業・子育て支援など～

11月10日(火)13:30～

仕事と私生活の充実に向けて
～今だからこそ

ワーク・ライフ・バランス～

12月～2月は、ステップアップ編(全5回)を開催予定。
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地域ぐるみで子どもの安全確保を図るた

め、市民のみなさんや事業所のご協力を得て

設置されているのが「子ども110番のおう

ち」・「子ども110番のくるま」です。

設置協力者の方には子どもが助けを求めて

きた時に

①身柄を保護していただくこと

②警察や学校、保護者への連絡をとってい

ただくこと

③状況によって救急車の手配をしていただ

くこと

をお願いしています。

保護者のみなさんには「子ども110番のお

うち」が自宅付近やお子様の活動範囲のどこ

に設置されているのかを確認し、「その場所

はどこか」、そして「どういう時にどうやっ

て活用するのか」を、よく教えてあげてくだ

さい。

「子ども１１０番」の事業に関する情報
交換、地域防犯活動の先進事例の紹介な
どを内容とする説明会・研修会を開催し
ます。
設置協力者の方をはじめ、子どもの安

全確保に関心をお持ちの方、設置協力を
検討されている方は、ぜひご参加くださ
い。（申込不要）

日　時 ９月25日（金）19時～21時
会　場 人権総合センターＳ・Ｃプラザ

■問 市教委まなび推進課（山東庁舎）1 55－8106 5 55－4040

設置協力者を随時募集しています。
ご協力いただける方は、ご連絡ください。

説明会と研修会を開催します

ご存じですか？「子ども110番のおうち」「子ども110番のくるま」

75歳以上の方の
インフルエンザ予防接種の
自己負担が無料に！

「農業日誌」・「新農家暦」
「ファミリー日誌」予約受付中！

企画展のご案内

今年75歳以上の方が
委託契約医療機関でイン
フルエンザ予防接種を受
けられる場合は、市が接
種費用を全額負担します
ので、自己負担金が無料
となります。

「農業日誌」・「新農家暦」・「ファミリー日
誌」をご希望の方は、お近くの庁舎窓口または情
報政策課までお申し込みください。

「柴
し ば

辻
つ じ

嘉
か

平
へ い

・里
さ と

代
よ

油絵二人展」
9月10日（木）～10月4日（日）

醒井水の宿駅（154－8222）

「円空仏を描く～加
か

藤
と う

誠
まこと

作品展～」
9月12日（土）～11月3日（火）

伊吹山文化資料館（158-0252）

申込締切　10月20日（火）
● 無料対象者は75歳以上の方です。（昭和9年
12月31日以前に生まれた方）65歳～74歳の
方は、昨年通り自己負担金2,000円で接種で
きます。

● 新型インフルエンザの影響でワクチン不足が
予測されます。お早
めにご予約ください。

● 詳細は10月1日号に
掲載するほか、対象
者には郵送でお知ら
せします。

■問 市健康づくり課（山東庁舎）
1 55－8105 5 55－8130

■問 市情報政策課（米原庁舎）
1 52－6627 5 52－5195

季節性



指定期間満了により、来年度4月
から施設の管理および運営いただく
方を募集します。応募資格など詳細
については、お問い合わせください。
施設名s近江母の郷文化センター
所在地s宇賀野1364番地1
募集期間s9月14日(月)～10月7日(水)
■■申・■問 市商工観光課（伊吹庁舎）

1 58－2227 5 58－1197

遺言･相続の手続や各種許認可申請
等の行政手続相談など、暮らしと行
政の諸手続きについて、無料で相談
に応じます。

行政書士電話無料相談

開設日s10月1日(木) 10時～16時
相談電話s1077-525-0360

常設無料相談（予約制）

開設日s10月1日(木)
13時30分～16時30分

会　場s滋賀会館3階(大津市)

許認可手続無料相談所

開設日s10月3日(土) 13時～16時
会　場s長浜サンパレス
■問 滋賀県行政書士会

1 077－525－0360 
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近江母の郷文化センターの
指定管理者を募集します

行政書士の無料相談の開設

米原市内の交通事故（平成21年８月31日現在）
件数　124件（ －18件 ）、死者　3人（ 0人 ）、傷者　171人（ －24人 ）※カッコ内は前年比

ご存じですか？ 行政相談委員

平成22年度幼稚園・保育園・認定こども園の入園申し込みについて
受付期間　10月19日（月）～10月30日（金）

申し込み方法など詳細については、広報10月１日号、公式ウェブ
サイト、伊吹テレビ（10月上旬）でお知らせします。
＜お知らせ＞　来年度から市内のどの幼稚園にも通うことができるよ
うになります。 ■問 市こども家庭課（山東庁舎）1 55－8104

現在、米原駅東口付近から梅ヶ原信号交差点までの約1.1km間にお
いて、国道8号拡幅工事を実施しています。
工事の進ちょくに伴って、9月30日から下図のとおり国道のルート
を切り替えることになりました。順次、残りの国道、県道米原停車場
線、米原駅東口駅前広場を整備し、平成22年度には国道 8号の整備区
間全線完成をめざしています。

８ 

青線：切替後のルート 

■問 市区画整理課　1 52－6628 5 52－8321

日々の暮らしの中で、国の仕事や業務などの手続き、サービスな
どについて困っていることやご意見はありませんか。
行政相談委員は、私たちの暮らしをよりよくするため、「苦情救

済」や「広聴サービス」を行う総務大臣から委嘱された担い手です。
相談は無料で秘密は固く守られます。電話での相談も受け付けて

いますので、お気軽にご相談ください。
市内の相談日時や会場は次のとおりです。

原則として相談日は上記のとおりですが、変更する場合もあります。伊吹山テ
レビでお知らせする「心配ごと総合相談」案内でご確認ください。

近江地域

地域別 相談日時 相談委員会　　場

山東地域

米原地域

伊吹地域

毎月第１火曜日
午前10時～正午

毎月第２火曜日
午前10時～正午

毎月第３火曜日
午前10時～正午

毎月第４火曜日
午前10時～正午

近江地域福祉センター
やすらぎハウス

松本
まつもと

顕穣
けんじょう

さん
顔戸２１１９
1５２－０７２０

今中
いまなか

佐公
さ こ う

さん
坂口１００
1５５－１７７８

田中
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米原地域福祉センター
ゆめホール

伊吹健康プラザ 愛らんど

【偶数月】
ボランティアセンター三島荘

【奇数月】
柏原福祉交流センター

行政相談は、
滋賀行政評価事務所でも受け付けています。1 077－523－1100

「行政苦情110番」1 0570－090110

国道８号の
ルート切り替え

について



高齢福祉課内にある「米原市地域
包括支援センター」の電話番号が、
高齢福祉課との共用電話から専用電
話(155－8110)に変わりました。
地域包括支援センターでは、高齢

者の方の介護保険サービス相談だけ
ではなく、適切なサービス、機関ま
たは制度の利用につなげていくなど
の支援を行っています。お気軽にご
相談ください。
なお、高齢福祉課のダイヤルイン

番号（155-8103）は、従来どおり
変更ありません。
■問 米原市地域包括支援センター
市　高齢福祉課内（山東庁舎）
1 55－8110 5 55－8130

日時s9月27日(日)9時～17時
場所s米原市役所近江庁舎

１階窓口
持ち物s口座振替の手続きを希望さ
れる方は、通帳と口座のお届印

■問 市税務課収納対策室(近江庁舎)
1 52－3189 5 52－6930

坂田駅前の月ぎめ市営駐車場に空
き区画があります。通勤・通学に便
利な坂田駅前市営駐車場をぜひご利
用ください。
利用料金▼
市内在住の方　月額３千円
市外在住の方　月額４千円
■■申・■問 市都市計画課（近江庁舎）

1 52－6926 5 52－8790

一人ひとりが交通ルールを守り、
正しい交通マナーの実践を習慣づけ、
全国民総ぐるみで交通事故防止に取
り組みましょう。
運動期間s9月21日(月)～30日(水)
最終日の30日は、「交通事故死ゼロ
を目指す日」です。

運動の重点取り組み▼
①夕暮れ時と夜間の歩行中・自転車
乗用中の交通事故防止

②全ての座席のシートベルトとチャ
イルドシートの正しい着用の徹底

③飲酒運転の根絶
④前照灯早め点灯の推進
■問 市防災安全課内(近江庁舎)

1 52－6630 5 52－6930

介助犬の紹介、犬のしつけ方教室
などの体験コーナーのほか、開業獣
医師による健康相談など、イベント
が盛りだくさんです。
日時s10月4日（日）10時～16時
会場s滋賀県動物保護管理センター　

（湖南市岩根136-98）
■問（財）滋賀県動物保護管理協会

1 0748－75－6522

支援の必要な子どもを受け入れ、
温かい愛情のもと健やかな成長をは
ぐくむ里親家庭。大会当日は、県内
の実際の里親家庭を描いた混成合唱
組曲「祈りの中で」を上演します。
日時s10月4日(日)13時～16時
会場s滋賀県立文化産業交流会館

※入場無料です。
■問 市こども家庭課内(山東庁舎)
市里親会事務局
1 55－8112 5 55－4040
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地域包括支援センターの電話
番号が変わりました

休日納税窓口のお知らせ

2009動物愛護フェスティバル

「滋賀県里親大会」が米原で開
催されます！

「広報まいばら」「市公式サイト」への広告掲載に関するお問い合わせは市　情報政策課 152－6627へ…
◎広報まいばら　広告掲載料金：１枠　15,000円（13,300部発行・市内全戸配布）
◎市公式サイト　広告掲載料金：１枠・１月　10,000円（月平均アクセス数　18,000件）

人口41,729人（－25） 男20,457人（－8） 女21,272人（－17） 世帯数13,681世帯（－6）

65歳以上の人口　10,269人　　高齢化率　24.61% ※（ ）内は前月との比較【平成21年9月1日現在】

今月の表紙

ピカピカお鍋で
カレーづくり

子どもたち
の健やかな発
育を願って、
おいしく栄養
抜群の給食を
届ける東部給
食センターが
本格稼動しました。カレーなら一
度に1,000人分調理できる大きな
鍋からはおいしそうな香りがあふ
れていました。

月ぎめ市営駐車場のご案内

秋の全国交通安全運動がスタ
ートします！

米原市選挙管理委員会事務局
1 52－1552 5 52－4447

米原市議会議員
一般選挙

10月18日(日)  投票日
9・10月は「自動車点検整備推進運動」月間です 国土交通省滋賀運輸支局

点検整備の方法はここでチェック　http://www.tenken-seibi.com

水気を切ってごみ減量！
身近でできるCo2削減！
家庭から出る可燃ごみのうち、生ごみ

は約32％を占め、その約80％以上が水分
です。生ごみの水分をよく切ることは、
ごみ減量につながり、腐敗や悪臭の発生
を抑えます。
さらに、収集車での運搬効率やクリス

タルプラザでの焼却効率が上がることで
Co2削減にもつながります。
また、伊吹地域で実施している生ごみ

分別収集では、ボカシ容器の水を抜くこ
とにより、堆肥化する工程で効率が上が
ります。

生ごみの
水切りアイデア
●野菜くずや果物の皮は
ぬらさないようにして
おく。

●水分を含むものは、古
新聞などに乗せて乾か
す。

●野菜の皮もなるべく料
理に使う。

●三角コーナーを傾けて
おく。

●手でしぼる。
（環境保全課）
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環境保護のため再生紙を使用しています。

大豆油インキで印刷しています。
Trademark of American Soybean Association 
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活用した６万円を除いた309万5千円を「米原
ガンバレ！ふるさと応援寄付基金」に積み立て
ました。今後、必要な額を取り崩しながら、該
当事業に活用していきます。

平成21年度
①思い出いっぱいの母校を応援しよう
（寄付金額　44万７千円）
心豊かな米原っ子を育てる取り組みとして、

子どもが本を読み親しむ環境づくりのため、学

校図書の購入に活用させていただきます。
平成22年度
②伊吹に息吹を、ホタルに輝きを
（寄付金額　59万１千円）
四季を彩る美しい山容や、伊吹山固有種をは

じめ貴重な植物が数多く生息している植物の宝
庫であることから、市民に愛され、多くの観光
客が訪れる伊吹山の、植生回復などに活用させ
ていただく予定です。
③指定無し
（寄付金額　205万７千円）
寄付金の活用方法や新メニューについては、現
在検討しています。

平成20年度の寄付件数と金額

平成20年度に米原市にご寄付いただいた寄付
件数および金額は下表のとおりです。みなさん
のご協力により315万5千円もの寄付金をいただ
くことができました。

寄付金のうち、下表「④その他」の６万円を、
寄付者の意向に基づき、平成20年度の「放課後
キッズ」事業に活用させていただきました。
この事業は、米原っ子が放課後に、安全な場

所で思う存分遊べる場所、ゆったりと安心して
過ごせる居場所づくりとして実施しているもの
です。

平成20年度に制定した、「米原ガンバレ！
ふるさと応援寄付条例」に基づく寄付金の
運用状況をお知らせします。

● 寄付件数および金額

● 基金への積み立て

● 今後の寄付活用事業

● 平成20年度寄付活用事業

お問い合わせ　　政策推進部 政策秘書課(米原庁舎)  1５２―６６２６　5５２―５１９５

現在も次のメニューで寄付の受付を行っていますので、市外のお知り合いの方
へのPRにご協力をお願いします。
寄付者の方には、感謝の気持ちを込めて、市内の観光施設の割引券や市のシン

ボルキャラクターを描いた携帯電話クリーナーを記念品としてお渡ししています。

「伊吹に息吹を、ホタルに輝きを」

寄付メニュー 伊吹山、霊仙山、ホタルなど、自然環境を守る事業を行います。
「思い出いっぱいの母校を応援しよう」
米原っ子が大きく羽ばたくための教育活動を行います。

PR用の名刺も
作成しています

寄付金募集のPRにご協力を！

＊当初の募集メニューに掲げていた「世界の巨匠ヒロ・ヤマガタ氏が米原駅にアートを描きます」は事業の見直しを行うことになり、
中止が決定しました。寄付者の方にはご意向を確認し、事業メニューの変更等をお願いしました。

事業の区分

ふるさとへの思いに応える事業

心やすらぐ自然や風景を守る事業

合　　　　　　　　　計

事業メニュー

①思い出いっぱいの母校を応援しよう

②伊吹に息吹を、ホタルに輝きを

③指定無し

④その他

件数

14件

25件

27件

1件

（60件）

寄付金額

447,000円

591,000円

2,057,000円

60,000円

3,155,000円

基金積立額(基金残高)

447,000円

591,000円

2,057,000円

3,095,000円

活用額

60,000円

60,000円

（注）件数の合計欄は寄付者数です。

「ふるさと応援寄付金」の
運用状況を公表します
「ふるさと応援寄付金」の
運用状況を公表します
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